
K-エントロピー

る比をPc(SLISi;T,T｡)とするならばLL〔si;T,TO〕- 1-与 Pc( S挨 i暮

Si;T, T｡)- Oo証明は背理法による (省略)a
要旨の証明 :前定理より,可算個のtSiIの内から漸近構造として実現されや構造

sxは Ⅹ-ti:maxtexp〔-hi〕11を満足する｡即ちminthilを満足する構造

が漸近構造として実項されることになるO-方観測者にと-て生起確率測度 P(t)

(-expl一首t〕)の事象の分割のエントロピーは Hニー log2P(t)であり,それの′■■′

単位時間あたりの増分･即ち不可逆過程に関するK-エントロピーは hlog2eとなるo

よ-て最小K-エイトロビーの構造が漸近構造として実現されるO証明了O但し･粗梶

化に基づく位相空間の分割の仕方 (観測の仕方)′が異れば対応するK-エントロピーの

最小値 も一般に等しくないo

系 1:同一結果を有限量子系に拡張出来る｡

系 2:構造の揺ぎは中央極限定理に従わないO

系3●.'平衡の近傍での最小K-エントロピーは最小熱力学エン トロピ-生成率を導 く｡
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定常状態近傍での不可逆性について

九大 ･理 古 川 浩

熱力学第二法則が熱平衡状態の安定性を保証しているとすれば,定常状態?安定性 を

保証する何らかの法則が存在しても良いO最机 Gl｡nsd｡IffとPrig｡glnと1)によっ

てこの方向の研究が行なわれたが,彼らの研究では定常状態を最終状態 としてとらえた

ことにな-ているのかどうか疑問であるoここでは多少形式的であるがすこし違-た方

法で同じ問題を考えて見る02)ia所平衡の仮定は不用であるO

一般にある量の流れJ(t)はそれに共やくな外場F(t) の汎関数として表わされ る

だろう :
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J ( t)r- J im(F ( t') : t),
(i)

ここにJ及び下は,たとえば,電流 ･電圧の強さを表わすと考えてよいoさて (1)式

は力学方程式の代 りと見なすことが出来る｡ただし,初期条件は設定したと見なす｡さ

て,次の意味で力学方程式が決定論的であることを仮定 しよう｡すなわち 〔1)式をF

について逆に解けると仮定する :

ln(J(t′):t)F(t)- F.

その為の必要条件は (1)を変分 した

∂J(t)- .rG(t;t′)∂F(t′)dt′

(2)

(3)

が同様に 岬 について逆に解けることである｡したが→てCramerの定理 G(t;t′)

の固有値 グm が 0でないことが要求される :

V‖1､H (4)

次 に (2)式 の右辺に於いて J-一定とした ものをF in (J) と お く と次 が示 されるo

t+T

控 寺 ･rt (J(t'ト J(t川 F斗 n ( ∫(t) ))dt'

- li-雫 了 T.rtけ G(t,;t′′ )dt,dt"T→∞ t t
2

- (AF) 5.I (5)

ここに外場 F(t′)は･F(t′)F･ (J‖));t′< t,F(t′)-Fin(J(t))1∩

+AF-'F;t′>t と選んであるOいま (4)によりグキ0となることが示されるo
0

Lたが-て 伊 を正に選んで (5)から次を得ることが出来る｡0

(J∞ -∫(t))

こ こ に

∂¢rF,Jrt))

∂J(t)

J- - ‡最 ･rtt+TJ ( t,) d t ,
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≧ o (6)

(7)
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∫

¢rF,J) - FJ - .∫ Fin(J ′) dJ ′
0

(8)

J… は J(t)の t-- での値であることを考えれば,不等式 (6)は¢が t-- で ¢

自体の極大値に等 しくなることを意味するQすなわち書き換えて

lim ¢(F,J(t))- Max¢rF,J(t))o
t→ co

(9)

この形式的な泰式は不可逆件を表現 しているが, (8)は自由エネルギー に対応するも

ので,それ故 (9)は第二法則と同形であるム (9)は (1)式が逆に解けるという要請

から導かれた｡上の方法は熱力学第二法則から出発するGlansdolffとPrigogine

の方法 と異なり,より基本的な仮定から出発 している｡非平衡状態の理解に役立つもの

と思 う｡
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非線形ランダム媒質内における多重散乱

(非マルコフ過程 )

電波研 古 津 宏 一

変数 t両 -(+1,+2, ,㌔ Iで記述される1つの物理琴が,これに影響をう有

ない充分大きな外部系 と変数 q(Ⅹ)を通じて結合しているものとし,次の形の …運動方

程式"せみたすものとする,

L〔少〕- V〔q,少〕+ 7 (1)

ここでL及びVは時間及び空間微分を含むサ及び qに関するnon-1inear なオペレ

ーターとし, 符は少についての外部源である｡ここで外部系の変数 q(x)に関する統
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